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■１ はじめに
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■４ チャンス発見の適合性と新しい手法

■５ まとめ
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はじめに1.1

■背景

「シナリオ」「シナリオ創発」への興味

いろいろなシナリオ（映画、ドラマ、シナリオプランニング）

商品開発

シナリオに基づく設計

人間中心設計

人間中心設計の分野にチャンス発見を適用

各種の調査、評価手法に適用

業務の中で、チャンス発見に取り組みつつ、その有効性を探索

新たな調査・評価手法の提案へ
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人間中心設計(Human-centred Design)とは2.1

■人間中心設計の対象分野

人が使用するあらゆるモノの設計（Design)

■人間中心設計の原則

1 ユーザが設計に積極的に関わること

2 ユーザ、ユーザの仕事・要求を明確に理解すること

3 ユーザとモノの機能配分を適切にすること

4 ユーザからのフィードバック受けながら、繰り返し設計を

行うこと

5 多様な職種に基づいた設計を行うこと

※参考：ISO13407
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人間中心設計プロセス(HCD)と手法2.2

ユーザ及び組織の
要求事項を満足

利用の状況の
把握と明示

ユーザと組織の
要求事項の明示

設計による
解決策の作成

要求事項に対する
設計の評価

インタビュー

アンケート

日記法

ユーザビリティ
テスト

日記法

インタビュー

※所属会社の業務にて活用している手法

※ISO13407におけるHCDプロセス図

グルイン

フィールド調査
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商品開発プロセスと評価・調査2.3
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ユーザビリティラボの例2.4

実験室

観察室

ハーフミラー

天井カメラ

AVラック
（機材一式）
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ユーザビリティラボの例2.5

AVラック

被験者

配線口

配線口

記録者

見学者

機材担当者

モデレータ

植物

カーテン

カメラ

マイク
PC

カーテン

機材キャビネット

ライト

窓

観察室 実験室

弊社 横浜Studioのラボ
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ユーザビリティテストの実施風景2.6

実験室側 観察室側

モデレータ 被験者 観察者
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HCDへのテキストマイニング手法の適用事例3.1

2006年度

■１ インタビュー調査（済）

■２ ユーザビリティテスト（済）

■３ チェックリスト構成（済）

■４ 絵日記調査（済）

■５ Webアンケート調査（済）

■６ プロダクトデザイン（済）

■７ Webアンケート調査（実施中） 2007年度
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チャンス発見ツールの活用状況3.2

■Polaris

ツールとしては、主にPolarisを使用

アンケート、インタビュー、ユーザビリティテストな

どのテキスト形式データの分析に使用

■紙芝居キーグラフ

用途に応じて、紙芝居キーグラフを使用

時系列的な変化を捉える場合や、属性間の比較を行う

場合に使用

■T-Pot(Tsuru-Tool)

クライアントへのアピール、アイデア発想用に使用
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チャンス発見・マイニングツールの適用3.3

■Polaris

■紙芝居キーグラフ

■T-Pot(Tsuru-Tool)

定性分析ツール ・シナリオマップ

・全体的な構造把握

・シナリオ抽出

・アイデア発想

■KH Coder

■Excel

定量分析ツール ・計量テキスト分析

・抽出語頻度分布

・コーディングルール

によるカウント
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Poralisによる分析例3.4

Web検索結果の分析例：Polarisにより描かれた「シナリオマップ」
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インタビュー調査3.5

■ 調査対象：オフィスユーザ 10人

■ 業務内容：＊＊管理の業務内容・フロー

■ 調査方法：対面インタビュー（１対１）

■ 調査時間：90分

■ ツールの利点

◎ セッションのサマリーが一瞬でできる。

○ セッションを思い出すときに、キーグラフは有効

× 一日４セッション、三日で10人分程度の発話情報は、ツールがなく

ても把握できる範囲にある？

■ 課題

有効な利用方法がもっとありそう。



チャンス発見コンソーシアム：ユーザ事例報告会, 人間中心設計とチャンス発見, 2007.6.22, Ver1.1.0 15

15

ユーザビリティテスト3.6

■ 評価対象：オフィス用機器、車載機器

■ 評価方法：ユーザビリティテスト（１対１）

■ 調査時間：90分

■ ツールの利点

× 慣れているせいか、ツールがなくても問題をそれ程感じない。

◎ 構造化された質問の回答の分析結果は面白い。

（決まった質問に対する被験者全員の発話を分析する）

× ユーザの行動など、速記スタイルで記述しにくいデータは分析に向かない？

■ 課題

有効な利用方法がもっとありそう。

テストの場合、発話だけでなく行動も重要となる。行動のコード化まではして

いない。今後は、行動のコード化も必要か。
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チェックリストの構成3.7

■ 評価対象：商品開発用チェックリストの構成（再構成）

■ 評価方法：チェックリスト

■ 対象分野：オフィス用機器、車載機器（2件）

■ 分析例：→別資料参照

■ ツールの利点

◎ 数多くあるチェックリスト項目から重要な項目を抽出しやすい。

○ 自動的に、関連する項目がクラスタリングされる。

◎ 既存のチェックリスト項目と一緒に分析することで、既存の構造を発展させ

たチェックリストの構造ができる。

■ 課題

網羅的にチェックリスト項目を抽出できるが、数が多くなりすぎる。項目を減

らすための方法も必要か。
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絵日記調査3.8

■ 評価対象：オフィス用機器（2種）

■ 評価方法：長期モニタリング評価：ダイアリー法＋回顧的インタビュー

■ 調査期間：2週間×20人強、2週間×6人

■ ツールの利点

◎ 紙芝居キーグラフ：長期的な利用状況や、機器に対する評価結果の変化を分

析できそう

◎ 大量の長期にわたる日記データの分析には威力を発揮しそう

○ クライアントからも期待感を抱かれやすい。

■ 課題

日々の日記への記入が被験者の負担となる。より簡便な日記記入方法が必要。
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プロダクトデザイン3.9

■ 評価対象：公共端末のプロダクトデザイン

■ 開発方法：人間中心設計:Webアンケート調査、フィールド調査、マイニ

ングセッション、要求分析、プロトタイプ制作

■ 分析例：Web調査、Webアンケートの分析（数百人分）

■ ツールの利点

◎ 数多くのアンケート自由記述の分析には威力を発揮する。

◎ デザインコンセプトや、デザインアイデアの発想のために、非常に有効。

◎ デザイナが特に興味を持つ。

◎ クライアントからも期待感を抱かれやすい。

■ 課題

必要なデータを取得するためのWebアンケートの設計が大変。

データの層別抽出などに工数がかかりそう。
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テキストマイニングのメリット4.1

インタビュー アンケート 日記法
ユーザビリティ
テスト

メ
リ
ッ
ト
大

・大量に取得され
た発話結果の分
析に向く
・ｎ数が多いとき
・結果の要約を行うと
き
・結果を思い出すとき

・大量に取得され
る自由記述の分析
に向く。
・ｎ数が大きいとき
・設問数が多いとき
・属性間の比較を行う
とき

・大量に取得され
る日記の分析に向
く。
・ｎ数が大きいとき
・調査期間が長いとき
・時系列的な変化を分
析するとき

大量に取得された
発話の分析に向く。
・ｎ数が多いとき
・アスキング結果の分
析を行うとき

メ
リ
ッ
ト

小

・通常のインタ
ビューの被験者数
（12人程度まで）で
あれば、マイニン
グの必要性は薄い。

・定量的な分析が
主であれば、マイ
ニングの必要はあ
まりない。

・日記の記述量が
少ない場合であれ
ば、マイニングの
必要性はそれ程な
い。（日記の場合、調査
期間が長くなるので通常、
記述量は多くなる）

・通常のテストの
被験者数（16人程
度まで）であれば、
マイニングの必要
性は薄い。
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テキストマイニングに適した手法の検討4.2

インタビュー アンケート 日記法
ユーザビリティ
テスト

従
来
手
法

・12人程度までの
インタビュー調査

・定量調査を主とし
たアンケート調査

・日記フォーマット
（紙・データ）の配
布と回収を行うタ
イプの日記調査
・大量の日記が集
まっても読み切れ
ない。

大量に取得された
テスト結果の分析
に向く。
・ｎ数が多いとき
・アスキング結果の分
析を行うとき

・自由記述を主と
した定性的な結果
を期待するアン
ケート調査
調査期間・コスト等
の問題は少ない。

・多人数×長期間
の日記調査
・調査期間の問題
は少ない。
・日記フォーマット
の配布・回収・分
析手法の問題あり。
⇒システム化と
ツール化により、
問題解決可能

新
し
い
手
法

・数十人規模のイ
ンタビュー調査
調査期間とコスト
の問題あり

・数十人規模の
ユーザビリティテス
ト
調査期間とコスト
の問題あり
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アンケート調査と日記調査4.3

アンケート 日記法

現
行
の
方
法

人
数

・数十人～数百人～ ・数人～

期
間

・調査実施時点のみ ・数週間～1年～

デ
ー
タ

・主に定量
・一部定性

・主に定性
・一部定量

・数人～数百人～・数百人以上
チ
ャ
ン
ス
発
見
を

適
応
し
た
方
法

人
数

・数週間～1年～・調査実施時点のみ
期
間

・主に定性
・一部定量

・定量および定性に対応
デ
ー
タ
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人間中心設計プロセスと日記法4.4

ユーザ及び組織の
要求事項を満足

人間中心設計の
必要性の特定

利用の状況の
把握と明示

ユーザと組織の
要求事項の明示

設計による
解決策の作成

要求事項に対する
設計の評価

単発調査ではなく、
長期・多人数の
ユーザ調査が可
能となる

日常的な生活の中
における長期・多
人数のユーザ評価
を行うことができる

※現在は実験室実験が主で問題あり。

※現在、長期調査は難しい。
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人間中心設計プロセスとシナリオ創発4.5

ユーザ及び組織の
要求事項を満足

人間中心設計の
必要性の特定

利用の状況の
把握と明示

ユーザと組織の
要求事項の明示

設計による
解決策の作成

要求事項に対する
設計の評価

ユーザの利用状
況等のシナリオ
マップから解決シ
ナリオを創造

各種調査を行い、
利用状況を把握

1

2



チャンス発見コンソーシアム：ユーザ事例報告会, 人間中心設計とチャンス発見, 2007.6.22, Ver1.1.0 24

24

シナリオマップから発想する解決策の作成4.6

①＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊。

①＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊。

＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊。

問題シナリオ 解決シナリオ

シナリオマップ
■HCDプロセス

解決策の作成

■チャンス発見

ユーザの利用状況の
理解が容易

チャンスを発見でき
る可能性

創造性を刺激

ユーザ

ペルソナ
U1

①＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊。
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まとめ5.1

■ HCDに用いられる代表的な調査・評価手法に対し、チャ

ンス発見を適用し、検討を行った。

日記法、アンケートの自由回答の分析、解決シナリオの創造等

に向いていることがわかった。

■チャンス発見を用いた新たなHCD手法を検討中。

日記法・アンケート手法などにチャンス発見を適用し、今まで

あまり実施されてこなかった定性的な調査に取り組むことを検

討する。

■今後の予定

引き続き、チャンス発見およびマイニング手法の検討を続ける。

HCD向けのチャンスツールに対する要求事項を調査・定義し、新

たな手法・ツールの開発、実用化を目指したい。
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